
科目名 単位数 学年 必修・選択 対象学科

電気回路 ２単位 ２学年 必修 電気科

１　科目の目標

２　教科書

３ 科目全体の評価の
観点と趣旨

 知識・技術

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組
む態度

４　評価の方法

基本的な電気現象、電気現象を量的に取り扱う
方法、電気的諸量の相互関係について原理・法
則を理解し、知識と技術を身につけている。

・ワークシート
・小テスト

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、電気現象を量
的に取り扱うことに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付ける
ようにする。【知識及び技能】

（２）電気回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決
する力を養う。【思考力・判断力・表現力】

（３）電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

実教出版　電気回路２

基本的な電気現象の意味を考え、変化に対する
結果を電気に関する知識と技術を活用して考察
し、導き出した考えを的確に表現することがで
きる。

・定期テスト
・小テスト

基本的な電気現象と、その現象が数式により表
現できることに関心をもち、新しい事柄に対し
て意欲的に学習に取り組んでいる。

・学習振り返りシート
・取り組む姿勢

評価の割合は、内規によるものとし達成度をもって評定へ総括する。

観点別学習状況の表記区分についても、内規によるもとのし知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体
的に学習に取り組み態度の３区分を、学期毎では３段階で評価し、学年末には５段階として評価する。


